
　久慈地方の芸術・文化の受発信施設として平成11年2月3日に開館いたしました久慈市文化会館は、
アンバーホールの愛称で市民に親しまれ、子供からお年寄りまで多くの市民の芸術文化の鑑賞・活動の
場として大変賑わっており、この3月には入館者60万人を達成したところであります。
　愛称の「アンバーホール」は、2,660通の応募者の中から日本唯一の琥珀の産地でもあり、久慈市の
イメージにマッチした名称であることから選ばれたものであります。
　建物は、世界的建築家として活躍しておられる黒川紀章氏の設計により、大平洋のうねりや周囲のな
だらかな山並みをイメージしたウェーブ状の大屋根をもつ地上4階、地下1階建てのホール棟と、高さ
43メートルの円錐形の形をした全面ガラス張りからなるエントランス棟からなっており、このエントラ
ンスの28m地点には市内を一望できる展望室があります。
　ホールは、世界の小澤と称されております指揮者小澤征爾氏から（小澤征爾氏指揮による水戸室内管
弦楽団演奏会・平成12年6月19日公演）も素晴らしいホールとのお墨付きをいただいたほどの音環境を
重視した大ホール（客席数1,178席）と、ピアノ発表会、演劇、映画会としても使用できる創造型小劇

場（小ホール客席数351席）を備えておりま
す。
　また、市民の芸術文化活動の発表、展示
の場として、壁長180mの回廊型展示室
もあり、絵画、書道などの展示会場と
しても大いに利用されております。
　開館以来、多くの国内外のトップ
アーチストを迎え、市民に優れた芸
術文化の鑑賞機会を提供するとと
もに、各種芸術文化団体等の活
動、発表の場としても大いに利
用されておりますが、市民の
芸術・文化活動に対する期
待と希望は益々高まってお
ります。これに応えるた
め、久慈市文化会館を
拠点とした芸術文化の
振興、発展に努める
と共に市民に愛され
る施設を目指し、
職員一同一層努
力して参りたい
考えでありま
す。




